注意：これは、コンピュータと対戦するオセロではありません。

人同士が対戦するためのオセロ盤をプログラムしたものです。

対応機種：i486 25MHz＋Windows95でもOK。推奨は、Windows XP以降。

使用言語：Delphi 5

· オセロをやるのにひっくり返すのが面倒くさい。

· 相手に拝みこんで一手戻そうにも、ひっくり返したコマがどこか覚えてられない。

· オセロゲームに人対人の対戦モードがついているものがあるが、ハンディはつけられない。

以上の問題点を解消したものを、設定しました。

勝敗のメッセージも派手にしてあります。

使い方
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	起動したところ、英語表示になっています。解らない場合は右上の[Japanese]のボタンを押せば日本語表示になります。やっぱり、英語表示と思い直した場合は、終了して、再起動してください。
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	上から先攻の色決め、ハンディをつける色決め、ハンディの数決めとなっています。一旦スタートすれば、この設定は変更できませんので、終了して、再起動してください。
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	右上(盤の外)にある○が順番です。現在、黒が打つ番です。

左下の[ヒント]は、有利な場所を教えてくれるのではなく、打つことのできる場所を表示します。

右下の[取消]は、うっかり置いてしまった時の取消で、今打った手を取り消すだけです。

[パス]は、オセロの原則により、行く場所がある限りできません。行く場所がないと中央に巨大な[パス]ボタンが表示されますので、押すか、相手に土下座してでも[取消]してもらうか、どっちかを選んでください。
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	黒にハンディ２を付けた時の開始盤面です。
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	[ヒント]ボタンを押している時の状態。おける場所が、明るく表示されます。
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	言語選択によって、花丸と月桂冠の勝利宣言の違いがあります。


